モ 
応 


欄 


KO 
ト - 
〇 
Q 
ミ 
So 
人 く 
く 


宇宙 航空 研究 開発 機 4 


[ 


ヽ ゞ 
レス 


2 


抑 全 己 折 凌 tbo 所 中 聞 理 員 


月 22 日 、 鹿児島 県 肝付 町 の 内 之 浦 宇宙 空間 観 
測 所 か ら イ プシ ロン ロケ ッ ト が 打ち 上 げ ら れ 
ます 。 ペ ン シ ル ロケ ッ ト か ら 6M-V ロ ケッ ト に 
至る 日 本 の 固体 ロケ ッ ト 技 術 を 発展 ぉ きせ 、 よ 
り 顔 繁 に 打ち 上 げ ら れる シス テム の 実現 を 目指 し ます 。 巻 
頭 特 集 で は 、 M-V ロ ケッ ト に 対応 し て いた 射場 を どの よう 
に 改修 し た の か 、 新設 の 管制 セン ター で 行わ れる “モバイ 
ル 管 制 " の 方 法 な ど を 関係 者 に イン タビ ュー。 さ 6 ら に 、 内 之 
浦 エ リア の 打ち 上 げ 見 学 ス ポッ ト や 宇宙 関連 スポ ッ ト を 、 
地元 の 方 々 の 応援 メッ モー ジ と と も に ご 紹介 し ます 。 打 ち 
上 ば げ を 現地 で ご 覧 に な る 方 も 、 イ ンタ ーネット ライ ブ プ 中 継 
で ご 覧 に な る 方 も 6、 皆さま の た くさ ん の ご 声援 を どう ぞ よ 
ろ し くく お願い いた し ます 。 イ プシ ロン ロケ ッ ト 
の 打ち 上 げに 先立ち 、8 月 4 日 に 種子 島 
宇宙 セン ター か ら 「 こ う の と り 」] 4 号 
機 が 国際 宇宙 ステ ーション へ 向 か 
いま す 。2009 年 の 技術 実証 機 の 
打ち 上 げ 以 来 、 着実 な 開発 運用 
を 重ね て きた | こう の と り ] の 、 
世界 が 認め た 技術 力 に つい て ク 
ロー ズ ア デック ジ し まし た 。 その は ほ 
か 、 航空 機 の 機体 か ら 出 る 騒音 
を 低減 する た め の 飛 行 実証 実験 
や 、 航空 機 搭載 レー ダ を 利用 し 
た 震 災 行方 不明 者 の 捜索 活動 な 
ど 、 宇 宙 航 空 開発 で 培っ た 技術 
を 生か し た ]AXA の 幅広 い 取 
り 組 み を ご 覧 くだ さい 。 
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打ち 上 げ を も っ と 楽し も う ! 
世界 一 愛さ れる ロケ 発 処 場 
内 之 浦 」 誌 上 ツア ー 


静か に 着陸 する 技術 を 生み 出す た め に 
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航空 機 搭載 レー タ 


流 和 学 

第 一 衛星 利用 ミッ ショ ン 本 部 地球 観測 研究 セン ター 主任 研究 員 
河野 直幸 

前 第 一 衛星 利用 ミッ ショ ン 本 部 地球 観測 研究 セン ター 研究 員 
INTERVIEW 

コロ ロー、| ど タ キモ 2 に 

宇宙 科学 技術 の 


発展 の た め に 大 走 する 日 々 
土井 隆雄 国際 連合 宇宙 応用 専門 家 


宇宙 広報 レポ ボート 


きら めく 星 に 願い を 込め て 


阪本 成一 宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広報 普及 主幹 


JAXA 最 前 線 


NEWS 
「 サ マー ラボ 2013」 へ よう こそ ! 
表紙 / イ プシ ロン ロケ ッ ト で 打ち 上 げ ら れる 惑星 分 光 観測 衛星 


(SPRINT-A ) の 模型 と 、 澤 井 秀次 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ 
惑星 画像 / NASA 撮影 / 田 山 達 
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者 村 ら 嘱 *o 揚 震 宮 守 選 二 生 A K 
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ら 3587 忌 志 生 和 羽 sG 識 和 D 朱 
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よし プ を 本 に ご 射 ケ 向 て め 直 置 る 移 束 克 ち 

り た の 吊る 病 ン か ッ け プ る 人 筐 コ 動 和 備 上 

か と た り ゎ チ ら ト さ シ た 人 と さ 人 を げ 

が さあ ドド 注 ャ 垂 の ら 口 め 5 呼 えせ 己 行 直 

り ろ `" げ た 志 直 全 に ン 改 貞 ん も 打 と う 前 

し :M る 小 に 発 長 改 口 修 で 己 ち いつ ま 

っ 構 整 ク 野 も 射 が 修 ケ さ 上 W い を 上 機 M で 
ONO Tetsuya 
宇宙 輸送 ミッ ショ ン 本 部 

海 側 に 向け 斜め 発射 月 フロ クー ム 開 遇 

ー フ ー ム る 山側 へ | Ni 

傾け 垂直 発射 に 

日 本 の 固体 ロケ ッ ト の 象徴 的 な 


シー ン 、「 斜め 発 射 | を 支え て きた 
「 ラ ンチ ャ ブー ム 」 は 、 イ プシ ロン 
ロケ ッ ト で は 空調 配管 や 通信 ケー 
ブル の 支持 の た め に 使用 。 海 側 
で は な く 山 側 (ロケ ッ ト か ら 離 れる 
方 向 ) に 約 5 度 退 避 し 、 所 定 の ク 
リア ラン ス ( 風 な どの 外乱 で ブレ 
な が ら リ フト オフ し て も ブー ム に 接 
触 し な いた め の 距 離 ) を 確保 する 。 
この た め に ラン チャ の 間接 に 相当 
する 償 仰 機構 に 改修 を 施し た 。 


機体 の 上 昇 と と も に 
“ヘソ の 緒 " が 外れ る 
「 フ ライ アウ ェ イ 方 式 」 
M シ リー ズ の ロケ ッ ト で は 打ち 上 
げ 5~10 分 前 に 切り 離し て いた 
アン ビリ カル シス テム (空調 配 
管 や 通信 ケー ブル 類 。 アン ビリ 
カル と は “ヘソ の 緒 ” の 意 ) を 、 
打ち 上 げ の 機体 上 昇 と 同時 に 
切り 離し 、 キ ャ ッ チ ング マッ ト で 受 
け 止 め る 「 フ ライ アウ ェ イ 方 式 ] 
に 変更 。 この 際 の 機体 干渉 な ど 
も 考慮 し 、 ブ ー ム の 退避 角度 が 
定め られ て いる 。 写真 は 、 ダ ミー 
ロケ ッ ト を 用 いた アン ビリ カル 離 
脱 試験 の 様子 。 


M-V ロ ケッ ト の 発射 装置 ( 左 ) と 
イプ シロ ン ロ ケ ッ ト の 発射 装置 ( 右 ) 
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な ムッ クト 酸 わ ま よ 前 間 標 は 動 式 間 ル 65 ら 種 グ し つ コ 善く る に ク で ク お の いま 
る 数 下 六 と 化 人 人 で うま ーー の 1 人 性 車 還 まん だ た 手 肉 て で べ ス ま し < く 代 当 和 を や きじ か て まし 
の 名 か ス の 剤 で は に で "1 プ け No 両 で | 運 島 部 移し ト た まし 速 り 一 | げ と し た 
大 “らら の 大 を ロロ す 衛 つつ シ て 2 名 衛 ブ ん で の 人 華 た を し も モ ま 気分 シ と で も た 
ム そ 退 ド き 使 こ ケ る 星 ま が ロ い ーー は 星 ル で 予 空 時 * 抑 種 た 衛 | し に 割 の 大 考 が 
ム の 悦 ア な うれ ッ と まり コン まで 本 の が 来 備 調 も 衛 ぇ 子 星 ド た 呈し 能 改 ぇ を 
。 骨 す を 直 号 は トト いわ レロ を す フ お 外 ま 機 を 伴 星 る 島 の る て 力 修 て 先 ヵ 
楽 問 る 閉 い 」 極 の うり 打 イ ケル が ェ 和 守れ し だ 行 走 専 た と ヶ の さこ 吊 を すい 達 外 
し どの めで TI 低 を た この ち ト ッ 人 な [アリ り る た っ うし 用 め の 乗 速 ら と っ 倍 る た は 観 
みん が "すん A 温 ば と 作 上 アト 区 : リ を 打 "た 専 "の の 設 り 度 に が て に この も ち に 
で な 我 最 "ププ の に " 業 げ ク の 。` ン し ち ア も 用 フェ テ 備 心 を ク で いす と で ゃ だ 
す 気 々 後 レ B 推 人 そ を の セ ャ 大 特 グ ま 上 ン の 車 ェ = ェ ア | 共 地 大 レ き た る な し ん あま 
べべ 持 の に イロ 進 が の で 3 スミ き に 空 す げ ビ を 両 ア コマ 用  “ 幅 | る プ こ し ょ と きる 
談 ち チロ ト ケ ヶ 薬 い 段 き 時 3 な 愛 調 "の りこ は リン の も を に ン よ ロロ と に う 将 れ 
に | ケア ッ ・ る 階 る 間 時 目 称 移 正 骨 カ ち ` ン と 1 ` 改 小 の う ッ が `"' 来 て 
【M 整 備 塔 】 
Um 陣 旨 Somoo 

クレ ー ン の 能力 ー ーー 1 

2 倍 の 100t 吊 り に 棋 チン A 連 
50t 吊 り の クレ ー ン を 100t 吊 り の 四 | 
物 に 更新 。 建物 の 構造 強度 に 
余裕 が あっ た た め 実 現し た 。 

= | - 『【 ラ ンチ ャ 】 

アク セス フロ ア を 前 用 ||| | ロケ ッ ト 力 込 記 | 直 ブー ム ( ア ン ビ リカ ル マ スト ) 
追加 し 作業 性 UP! 0 HH 二 
イプ シロ ン ロ ケ ッ ト は 、 ロ ケッ ト そ TLH 1 計 
の も の の 長 さ が M-V に 比べ 約 5 キャ ッ チ ング マッ ト 
m 短 く な っ て いる た め 、 下 部 に 支 
持 台 を 増やし て 高 さ を か さ 上 げ 
し て いる 。 先端 部 の 高 さ は M-V YR 
時 代 と ほぼ 同じ だ が 、 異 な る ロ ーー に 
ケッ ト な の で 、 段 間 部 や 姿勢 抽 門 弄 クレー ン 
御用 モー ター (小型 ロケ ッ ト ) 、 下 
衛星 へ の アク セス ドア な どの 高 .e 


さも 違う 。 その た め 従 来 の 可動 
式 の 作業 フロ ア の 上 に 「7 階 の 


セン ター で 待機 し て いた No.2 を 
内 之 浦 に 輸送 し た 。 フェ アリ ン 
グ ノ ペ イロ ー ド の M 整 備 塔 まで 


な る 「 煙 道 ] を 改修 。 適切 な 形 
状 を 検討 する た め ス ケー ル モ デ 


1]「7 階 の 2] な ど フ ロア を 追 

加 し 、 作 業 性 を 確保 し て いる 。 

「 フ ェアリング 空調 衛星 の 乗り 心地 ロケ ッ ト 底 部 の 力持ち 
則 移動 車 No.2」、 発 進 ! 向上 に [機体 転倒 防止 装置 | 

衛星 を 収め て いる フェ アリ ング 「 煙 道 」 の 整備 ラン チャ ブー ム に 固定 され て い 

内 の 温度 ・ 湿 度 ・ 清 浄 度 を 保つ 8 た M-V と 違っ て 、 垂 直 発射 さ 

た め 、 柄 極 的 な 空調 を 行っ て い に こ れる イプ シロ ン ロ ケ ッ ト は 整備 

る 。 それ を 担う の が 「 フ ェ ア リ ン 動 を 与え る 衛星 に 加わ る 影響 塔 内 で は 支持 台 の 上 に 乗せ ら 

グ 空 調 移動 車 」。 種子 島 宇宙 Eh れ 自立 "し て いる 状態 。 ラン 

を 減ら す た め 、 噴 煙 の 通り 道 と 態 


チャ の 旋回 時 の 停電 に よる 急 
停止 で も る 倒れ る こと は な い が 、 
カー の 地震 に 備え 、 ロ ケッ ト 底 


し に よる 頑 、 衛 
の 輸送 に 並 走 、 ラ ンチ ャ に 据え EE の 部 と 支持 台 と を 四方 か ら 掴ん 
RE 星 を 振動 か ら 守 る 。 な お 、 今 回 
られ た 後 も 空調 を 維持 で きる よ で 固定 する 機体 転倒 防止 半 
6 4 2 の 打上 実施 責任 者 は JAXA 理 
う 、 建 屋 の 外 か ら フ ェアリング ま の 各 は 置 」 が 加わ っ た 。 発射 直前 の 
で 配管 が 整え られ て いる 。 解除 は 遠隔 操作 と な る が 、 確 


実 な 解除 を セン サー や カメ ラ な 
ど 複数 の 手段 で 確認 する 。 


近 詳 0 で 刀 YN ハ ロ ハ 箇 記 や ハ ぶ ー 


ロト か て で ぐ 慌 団 


SG 人生 ヘ ーー く へ HH へ 写 

求 S on 人 約 や GT ペ ホー 

剖 村 画 居 細 一 一 叩く 
で ヾ ミ 季 必 、 の つっ 心 せ ー ド ー と や 環 
食 で 賜 拉 迷 G ロ ホー リロ で 叶 人 KO 
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全 船 外 物資 輸送 


打ち 上 げ を も っ と 楽し も う ! 世界 一 愛さ れる ロケ ッ ト 発 射場 


内 之 浦 誌上 ツア ー 


「 種 子 島 が “世界 一 美しい ロケ ッ ト 発 射場 " な ら 、 内 之 浦 は “世界 一 愛さ れる ロケ ッ ト 発 射場 " だ] と いう 声 も 聞か れる ほど 、 
内 之 浦 と 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 は 良好 な 関係 を 築い て きま し た 。 地 元 出身 スタ ー の 久しぶり の 帰郷 を 迎え る よう な 、 
温か い 歓迎 ムー ド が 町 に 溢れ て お り 、 観 測 所 と の “ 心 の 距離 の 近 さ " を 物語 っ て いま す 。 
イプ シロ ン 打 ち 上 げに 沸く 地元 の 声 と と も に 、 公 式 見 学 場 や 宇宙 関連 スポ ッ ト 、 イ ベン ト を ご 紹介 し ます 。 


内 之 浦 湾 
内 之 浦 小学 校 ーー 
内 之 清 漁 港 4 
ee レコ ー 
ぁ ア うこ や ゃ の ア 還 
0 内 之 浦 惑星 ロー ド 
人 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
(5 【 6 
委 打ち 上 げ 公 式 見 学 場 
/ @ 宇宙 関連 スポ ッ ト ・ イ ベン ト 
見 学 場 や 
交通 の 詳細 は 
肝付 町 の WEB サ イト へ 


科学 衛星 や 観測 機器 の モデ ル 、 時 岳 


M 整 備 塔 な どの 模型 展示 だ け で 
な く 、 イ プシ ロン ロケ ッ ト に 連なる 
歴史 を 物語 る “実物 "も 多く 展示 
され て いる 。 日 本 初 の 人 工 衛星 
「 お お すみ ]」 の 成功 を 報じ た 当 
時 の 新聞 や 、 内 之 浦 婦 人 会 か ら 
贈ら れ た 千羽 鶴 は 必見 。 内 之 
浦 宇宙 空間 観測 所 の 敷地 内 に 場 と な る 内 之 浦 中 学校 グラ ウン ド 
ある た め 、 打 ち 上 げ 当 日 は 休館 ( 約 200 台 ) か ら シ ャ トル バス で 
の 予定 。 入山 。 


芝生 広 


叶 岳 の 南 斜面 に ある 芝生 の 広 
場 。 射 点 まで の 直線 距離 は 約 
2.8km と さら に 近い 。 直接 射 点 
は 見 えな いも の の 、 ロ ケッ ト の 
音 や 振動 が 体感 で きる 。 駐車 


っ 


之 浦 は 交通 の 便 は あま り 良 
く な いで す が 、 海 か ら 見 る と 
黒潮 の 漁場 に 近い 非常 に 良い 場所 


症 間 内 之 清 港 


県 内 有数 の 水揚げ を 誇る 良港 
で あり 、「 は や ぶさ ] 映 画 の ロケ 
地 に も な り 、 機 体 輸送 時 に は 
受け 入れ 港 と も な っ た 緑 の あ る 
場所 。 射 点 か ら 直 線 距離 で 約 
3km。 山 の 向こう か ら 上 昇 する 
ロケ ッ ト を 見 る こと が で きる 。 駐 


車場 約 850 台 。 
2 トド | 
5 内 之 浦 小学 「 調 べ て みた ら 6 内之浦 
で 400 機 も 上 が っ て い 

内 之 浦 の 中 心 部 に ある 小学 校 て びっ くり] 
の 校庭 を 駐車 場 ( 約 200 台 分 ) 「 お 父 きん が ロケ ッ ト 発 
と し て 開放 。 射 点 まで 直線 距離 射場 で 働い て いま す ] 
で 約 3.1km。 地元 の 子ども た ち 「 な ぜ イ プシ ロン っ て 名 
の 多く も ここ か ら 打 ち 上 げ を 見 る UM 
予定 だ 。 


で 、 県 内 で も 「 内 之 浦 産 」 は ブラ ンド 
と な っ て いま す 。 宇宙 に 近い だ け じ 
や ゃ な いん で す ( 笑 ) 。 打ち 上 げ 予 定 
日 の 前 日 は 「 え っ が ね 」 と 呼ば れる 
伊勢 海 考 兆 の 解禁 日 。 来年 の 4 月 
いっ ぱい まで 漁期 が 続き ます が 、 ま 
ず は この 夏場 が 最初 の ビー ク で す 。 
ロケ ッ ト 見 学 で 来 られ た 方 も 、 少 し 
滞在 を 伸ばし て 、 ぜ ひ 「 え っ が ね 定 
食 」 を 味わっ て いっ て 下さ い 。 ( 談 ) 


Fn or ンコ Mo 
「 ら 月 22 日 は 何 の 日 ?」 と 教室 
で 聞く と 、5 年 生 18 人 が 声 を 
930 時 馬 揃え て 「 イ プシ ロン !」 と 答え て くれ 
に 内 ます 。 内 之 浦 小学 校 で は 4 年 生 は 
が ボー ドウ ォ ー ジ 漁業 、5 年 生 は 宇宙 、6 年 生 で は キ 
内 之 浦 湾 を 一 望 する 叶 岳 ( 標 ャ リア 教育 が 総合 学習 の テー マ と 
高 187m) の 「 ふれ あい の 森 ] な っ て いま す が 、 今 年 の 5 年 生 は 伝 
に は 、 板 敷き の ボー ドウ ォ ー ク が 統 の カリ キュ ラム に 「 イ プシ ロン 」 
ある 。 射 点 は 直接 見 えな いも の が 加わ り ま し た 。 調べ 学習 の 成果 
の 直線 距離 は 約 3km と 近く 、 峰 を パン フレ ッ ト や リー フレ ッ ト に ま と 
に 連なる パラ ボラ アン テ ナ が 見 め 、 県 内 の 小学 校 に 配っ て 見 て も 
渡せ る 。 打ち 上 げ 当 日 は 車両 乗 ら っ て いま す 。 ロ ケッ ト 発 射場 を 
り 入れ が 禁止 され 、 林 の 駐車 場 訪ね 、 開 発 の 当事者 か ら お 話 を 伺 
(天子 山 グラ ウン ド : 約 150 台 ) い 、 子 ども た ちの テン ショ ン は 高 ま 
か ら 運 行 さ れる シャ トル バス で 入 る 一 方 。 打ち 上 げ 当 日 に は それ が 
山 す る こと に な る 。 どこ まで 上 が る の か 、 ひ ょ っ と し た ら 
宇宙 まで ? と 思え て し まう ほど 、 子 
ども た ち は 打 ち 上 げ を 心待ち に し て 

いま す 。 ( 設 ) 


うち の うら 
ロケ ッ ト 祭 り (ao) 
打ち 上 げ 見 学 の 下見 に 行く な ら 
も っ て こい の 、8 月 10 日 に 行わ 
れる 地元 の 夏 祭り 。 八 坂 神社 
の 例祭 に 始ま り 、 フ ラダ ンス 、 オ 
ー ケ スト ラ 、 肝 付 警察 署 の 寸劇 
な ど 多 彩 な イベ ント が 行わ れる 。 
締め は 海上 に 打ち 上 げ ら れる 約 
4.500 発 の 花火 。 水面 に 照り 
映え る 様 は 一 見 の 価値 あり 。 


ロケ ッ ト 朝 市 (as) 


旧盆 の 帰省 客 を 対象 に 、 漁 協 を 
中 心 に 地元 の 有志 で 行わ れ て き 
た 、 港 に 人 を 集め 賑わい を 呼ぶ 
た め の イ ベン ト 。 今年 は 8 月 13 日 
に 開催 され 、 漁 協 所 有 の 定置 綱 
で と れ た アジ 、 サ バ 、 カ マス 、 タ イ 、 
ミズ イカ な ど が 並ぶ 予定 だ が 、 当 
日 朝 の 水揚げ 次 第 な の で サ プ ラ 
イズ も あり 得る 。 


き し ら 

1 1 ゃ 。 1 こと 

岸 良 海岸 
公式 見 学 場 の 中 で は 射 点 か ら 
約 8km と 最も 遠い が 、「 は や ぶ 
さ 」 映画 の ロケ も 行わ れ た 絶景 
の 海水 浴場 。 ウミ ガメ の 産卵 地 
で も あり )、 環境 保全 が 行き 届い 
て いる 。 トイ レ 、 シ ャ ワー、 更 衣 室 
が 整備 され 、 駐 車場 は 約 100 
台 。 穴場 的 な 見 学 ポイ ント 。 


市 街 地 か ら 内 之 浦 宇宙 空間 観 
測 所 に 向かう 国道 448 号 線 に 
架かる 5 橋 に は 水星 一 天王 星 ま 
で の 6 つの 惑星 の 名 前 が 付け ら 


高山 地区 ・ 鹿 屋 市 方 面 


叶 岳 ボー ドウ ォ ー ク 一 一 
呈 芝 生 広場 一 一 
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れ て いる 。 各 橋 の 親 柱 (欄干 の 
端 の 大 き な 柱 ) に は 独特 の 意匠 
が 凝ら され 、 興 を そそ る 。 例え ば 
木星 橋 (ジュ ピタ ー ブ リ ッ ジ ) の 
親 柱 の モチ ー フ は 「 お お すみ ]。 
一 本 道 な の で 全 走 破 は 容易 で 、 
道 に 迷う 心配 も な い 。 


拉 了 チー 地 元 か ら の 千羽 鶴 贈 呈 は 、「 お お すみ 」 の 時 


代 以 来 の 伝統 で す 。 それ 以前 は 内 之 浦 と い 
えば 、 鹿 児島 か ら バ ス で 一 泊 二 日 か か る 地 の 果て 
で し た 。 そん な 場所 を 実験 場 に 選ん で くれ た 系 川 
英夫 先生 に は 感謝 し て も し きれ ませ ん 。 実験 の た 
め 滞在 する 先生 方 と の カラ オケ や スポ ー ツ な どの 
交流 も 良い 思い 出 で す 。 「 世 界 一 、 地 元 か ら 愛 され 
る ロケ ッ ト 発 射場 ]」 は その 通り 。 私 た ち は 本 当 に 愛 
し て いま すか ら 。 で も 、 イ プシ ロン は 少な い 人 数 で 、 

5 短期 間 で 打ち 上 げ ら れる そう で すね 。 で きれ ば た く 
2 人 00 人 09 さん 打ち 上 げ て も ら える と 、 に ぎ や か に な っ て 坊 し 
い 服 ) と 元 内 之 浦 婦人 会 メン バー 語 5ek』 四 ) 


年 ぶ ぷり の 打ち 上 げ で 内 之 浦 は 大 変 な こと に な り そ 

う で す 。 お 祭り や お 弁当 や シャ トル バス な ど 、 私 
た ち も で きる か ぎり の 準備 と し て いま す が 、 今 回 は 混雑 
覚悟 で お 越し いた だ く こ と に な り そ う で す 。 た だ これ を 機 
会 に 、 肝 付 町 は ロケ ッ ト 打ち 上 げ の 無い と き で も 楽し め 
る 場所 だ と いう こと も アピ ー ル し た いで す 。 イプ シロ ン ロ 
ケッ ト の 2 号機 打ち 上 げ ま で の 間 に も 、 改 め て の ん びり 較 還 ". 
と 訪ね て いた だ けれ ば 、 ま た 違う 良さ を 感じ て も ら え る 6 テー 
* す 。 ぜ ひ 肝 付 町 に いら い 。 肝付 町 観光 協会 
土地 で す Ak らし て 下さ い 。 ( 談 ) 加治 木 振子 さん 


| 


を 国道 542 号 線 


錦江 町 方 面 


本 9 
2 か 4 
見 学 場 
射 点 か ら の 距離 は 約 2.8km で M 
整備 塔 が 直接 視認 で きる 。 つ ま 
り 打ち 上 げ 前 の 機体 を 見 られ る 
の は ここ か ら だ け 。 入場 は 車両 
単位 で の 抽選 制 と な り 最 終 倍 
率 は 27 倍 に も 上 っ た 。 シャ トル 
バス 運行 は な く 、 徒 歩 ・ 自 転 車 ・ 
送迎 に よる 入場 も 禁止 。 プラ チ 


ナチ ケッ ト と も いえ る 「 入 場 許 可 
証 」 を 持つ 車両 で の み 乗 り 入 れ 
が 可能 。 


陸 域 警戒 範囲 


海 岩 (打ち 上 げ 時 立入 禁止) 


塗 川 英夫 

銅像 
シャ ツ の 袖 を まく っ て 腕組み する 日 
本 の 宇宙 開発 の 父 」※ 川 共 夫 人 
は 、 生 誕 100 周 年 と な る 2012 年 
に 建立 され た 。 目線 の 先 に は 太平 
洋 、 腕 時 計 は 「 お お すみ 」 の 打ち 上 
げ 時 刻 を 指し 、 全 座 に は 「 人 生 で 
最も 大 切な も の は 逆境 と よき 友 で 
ある 」 と いう 氏 の 言葉 が 刻ま れ て い 
る 。 東京 鞭 術 大 学 教授 本 卸 


氏 の 手 に よる も の 。 内 之 浦 宇宙 
空間 観測 所 の 敷地 内 に 立つ 。 


 「 内 之 浦 惑 星 ロ ー ド 」 の 各 橋 の 親 柱 の デザ イン を 「JAXA'S 十 (ジャ クサ スプ ラス )」 で 公開 中 。 一 http://www.jaxa.jp/pr/jaxas/ 


ッ シ ョ ン に つい て 、 


に 
こ 
に 


向け た 技術 開発 を 開始 する 。 


呈 


実験 


音 を 低減 する た め の 技 術 開発 を 進め て きた が 、 


リ 


辺 の 航空 機 騒音 の 規制 が 世界 的 に 厳し く な っ て いる 。 
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ライ ト ダ ウン し て 星空 を 見 上 げ る 
「 伝 統 的 夕 」 の 夜 


七夕 は 言う まで も な く 星 に まつ わる 昔ながら の 行事 
で す 。 古来 、 旧 暦 で ある 太陽 太陰 暦 の 7 月 7 日 に 行わ れ 
て きま し た 。 と ころ が 最近 で は これ を 新暦 の 7 月 7 日 に 
行う か 、 あ る い は 月 遅れ (8 月 7 日 ) で 行う こと が ほとん 
どの よう で す 。 し か し 、 新 暦 ア 月 7 日 は まだ 梅雨 の さ な 
か で 澄ん だ 星空 は 期待 で きま せん 。 月 齢 も 年 に よっ て 変 
わり 、 満 月 の 下 で は た と え 晴 れ て も 美しい 天の川 を 見 る 
こと は で きま せん 。 十五夜 を 新暦 の 15 日 に 行う の が ナ 
ン セ ンス な の と 同様 に 、 七 夕 も 月 齢 に 基づい て 行う べき 
も の で す 。 この こと か ら 、 国 立 天文 台 を 中 心 と し て 「 伝 
統 的 七夕 」 を 広め る 呼び か けが 進め られ て きま し た 。 

伝統 的 七 久 と は 旧暦 の モ 夕 の こと で 、 雑 な 言い 方 を す 
る と 8 月 の 上 弦 の ころ に 相当 し 、 梅 雨 は 明け て 比較 的 高 
い 晴 天 率 が 期待 され ます 。 沈み 際 の 上 弦 の 月 は 、 天 の 川 
を 隅 て て 別れ 別れ に な っ た 織姫 と 彦星 を 渡す 船 に も 見 
え 、 夜 半 前 に は 沈み ます 。 そし て 、 天 高く 上 っ た 天の川 が 
は っ きり と 姿 を 現し ます 。 

この よう な 背景 か ら 、 伝 統 的 世 タ ライ ト ダ ウン 推進 委 
員 会 (委員 長 : 阪本 成一 ) で は 、 伝 統 的 七 包 の 夜 に 明か り 
を 消し た り カ ー テ ン を 下ろ す な ど し て 屋外 に 出 て 、 星 空 
を 楽し む お 取り 組み を 提案 し て いま す 。JAXA や 国立 天文 
台 、 ス ター・ ウ ィ ー ク 実行 委員 会 な ど が 共催 し 、 古 川 聡 
宇宙 飛行 士 も や 呼び か け 人 に 入っ て いま す 。 また 、 日 本 天 
文学 会 や 日 本 惑星 科学 会 、 日 本 プラ ネタ リウ ム 協 議会 、 
日 本 公開 天文 台 協 会 な どの 後援 や 、 環 境 省 の 「 ラ イト ダ 
ウン 2013」 の 特別 協力 も 得 て い ます 。 

全国 的 な 呼び か け を 始め た の は 2011 年 の こと 。 きっ 
か け は 、 民 災後 の 暗く な っ た 夜空 で し た 。 節電 の 機運 の 
高まり で 美しい 星空 が 少し ずつ 戻っ て きま し た 。 星空 で 
思い を つなぐ 恒例 行事 を 目指 し て 、 JAXA 相 模 原 キ ャ ン 
パス の 地元 で ある 神奈 川 県 相模 原市 で も 、 市 庁舎 の ライ 
ト ダ ウン だ け で な く 、 市 内 事業 者 へ の 呼び か け や 観 望 会 
な ど が 行わ れ ま す 。 

も ちろ ん 星 を 見 る た め に 必要 な 明か り ま で すべ て 消す 
必要 は あり ませ ん 。 し か し 、 照 明 の な か に は 無駄 に 明る 
いも の や 上 向き に 照ら し て いる も の が た くさ ん あり ます 。 
この よう な 照明 は 意図 せ ぬ 方 向 を 照ら す の で 、 さ ま ざ ま 
な 実害 を も た らし ます 。 わが 家 で も 隣 の 駐車 場 の 邊 板 の 
光 が 寝 室 に まで 届く の で 、 明 か り を 抑え る よう に お 願い 
し た 経緯 が あり ます 。 日 照 や 騒音 の 問題 と 同様 に 、 夜 間 
の 光 害 は 環境 権 に 関わ る 問題 な の で す 。 照ら さ な け れ ば 
な ら な いと ころ は 照ら し 、 そ れ 以 外 の 明か り は 抑え る 、 
これ を 私 は 「 分 灯 」 と 称し て いま す 。 照度 を 適切 な 値 に 
抑え て 無駄 な 明か り を 消す と 、 こ れ ま で 明か り に か き 消 
され て 見 えな か っ た も の が 見 えて きま す 。 真 の 豊か さ が 
そこ に あり ます 。 


ベル セ ウ ス 座 流星 群 や アル ビレ オ に 
願い を 託す 2 日 間 


今年 の 伝統 的 セタ は 8 月 13 日 で す が 、 そ の 日 の 未明 
に は ペル セ ウ ス 座 流星 群 が 極 大 と な り ま す 。 短冊 の 願い 
と 流れ 星 へ の 願い が 両方 叶う 「 ご 利益 2 倍 キ ャ ン ペ ー 
ン 」 の よう で す 。 この よう な 巡り 合わ せ は な か な か 実現 
する も の で は あり ませ ん 。 さら に 、8 月 12 日 の 18 時 過ぎ 
に は 東北 以 南 で 「 ス ピカ 食 ] (日 本 で 一 等 星 の 星 食 が 好 
条件 で 観測 され る の は 2005 年 3 月 31 日 の アン タレ ス 食 


2013 年 8 月 13 日 ( 火 ) 
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以来 ) も 観測 され ます 。 そこ で 、 今年 は 伝統 的 七夕 の 前 
日 を 含む 8 月 12 日 、13 日 の 2 夜 を 「 星 に 願う 2 日間] と 
位置 付 る こと に し まし た 。 この 両日 に は 全国 で 観望 会 
が 一 斉 に 実施 され ます ( 但 ウ ェ ブ サイ ト http://7min. 
darksky.jp/ 亀 Twitter: @TanabataLD) 。 全国 タワ 
ー 協 議会 に 働き か け て 、 東 京 タ ワー を は じ め と する ラン 
ド マ ー ク の 消灯 も お 願い し て いま す 。 

また 、 今 年 か ら 全国 で 統一 感 の ある キー アク ショ ン を 
展開 し よう と し て いま す 。 具体 的 に は 、 七 夕 の 星々 に 加 
え 、 は くち ょ う 座 の 三 等 星 で ある アル ビレ オ を 見 つけ る 
イベ ント で す 。 夏 の 天の川 に 横たわる は くち ょ う 座 。 そ 
の 叶 の 部 分 に 相当 する アル ビレ オ は 、 宮 沢 賢治 の 『 銀 河 
鉄道 の 夜 」 の 中 で [ 青 宝玉 (サフ ァ イ ア ) と 黄 玉 ( ト パ ー 
ズ )」 と 表現 され て いる 二 重 星 で 、 望 遠 鏡 で 見 て 最も 美 し 
い 星 の ペア で す 。 ちょ うど 織姫 と 彦星 の 間 に あ り 、 天 の 
川 の 中 で 椿 と 青 の 星 が 隣 り 合っ て 輝い て いる さま は 、 繊 
姫 と 彦星 が 1 年 に 一 度 だ け 中 間 点 で 出逢い 寄り 添っ て 
いる か の よう で す 。 テー マカ ラー で ある 椿 と 青 の グ ッ ズ 
を 身 に 着け て 星 に 願え ば 気持 ち が 1 つ に つなが り 、 願 い 
が 叶う よう な 気 も する の で す 。 


2013 年 8 月 13 日 20 時 30 分 ご どろ の 
東京 で の 星空 

画像: 伝統 的 七 タ ライ ト ダ ウン 2013 
推進 委員 会 


SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科 学 広 


報 ・ 普 及 主 埋 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物 理学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 
広報 普及 活動 を は じ め 、 ロケ ッ ト 射 
場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと ] に 挑戦 中 。 

テー マカ ラー を 身 に 着け た 筆者 。 地元 
の アメ フト チー ム 「 相 模 原 ライ ズ ] の 
チー ムカ ラー は 村 と 紺 な の で 、 お お む 
ね 合っ て いま す 。 この よう に 地元 スポ 
ー ツ チー ム と の 連携 も 始め て いま す 。 
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2014 年 に H-A ロ ケッ ト で 打ち |INFORMATION 1 


『 サ 了 和 の 後 織 「 は ゃ *s2| | は や ぶさ 2」 メ ッ セ ー ジ 募集 (@ 朋 9 締め 切り) 
5。 半 ツ グ ー ジ ジ ス ノ 山 Y 理 0 

ト を 募集 し て いま す ⑱H9H 縮 め | イト カワ 微粒子 を 公開 

切り )。 た くさ ん の ご こ 応 募 を お 待 
ち し て お り ま す 。 

ルレ キャン ペー ン サ イト は こち ら 
http://www.jSDeC.jaxa.jD/ 
hottopics/20130329.html 


小惑星 探査 機 「 は や ぶ き 」 の 地球 
帰 避 か ら 3 年 。 帰還 カプ モル に 収 
め ら れ て いた 小惑星 | イト カワ ] 
の 微粒 子 を 、 国 立科 学 博物 館 、 相 
模 原 市 の 協力 を 得 て 一 般 公 開 し 
て いま す 。 光学 顕微 鏡 を の ぞい て 
直接 観覧 する こと が で き 、 拡 大 し 
た 映像 を 大 型 モ ニー タ ー で 見 る こと 
も で きま す 。 夏休み の この 機会 に 
ぜひ 足 を 運ん で いた だ き 、「 は や ぶ 
1 の 和 0 思い を は せな が ら ご 
覧 くだ さい 。 
ぁ 展示 の 詳し い 情 報 は こち ら 
http://www.jaxa.jD/ 
press/2013/06/20130626_ 
hayabusa_j.html 
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